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事業の具体的内容及び成果

取り組みの経緯

事業計画名 デジタル温度表示付き温調部グリップ内蔵型はんだこての開発

　熱で溶かしたはんだで部品を接続するはんだづ
けは、昔から使われている手法だ。現代でも電子
機器の基板の接合に使われ、時代が変わっても貴
重な技術として受け継がれている。同社は1966

（昭和41）年の創業以来、はんだこてを作り続け、
こて先の先端温度がリアルタイムで見えるはんだ
こてを開発するなど、常に新しい取り組みを行っ

　もともと市販のはんだこては、電源のオン、オ
フしかなく、工業用のものでも簡単なダイヤル式
が多かった。温度の表示がなかったため職人の
長年の勘で作業していた。鉛入りのはんだが溶
ける温度が183℃に対し、無鉛はんだは217℃
と30〜40℃も高く、作業時はこて先の温度を約
350℃に設定していた。ところが、温度が調節
できないはんだこてで出力を上げると、必要以上
に温度が上がってしまい、はんだづけ促進剤のフ
ラックスが蒸発するなど作業に支障が出るだけで
なく、こて先の摩耗や酸化が早まってしまう。そ
のため寿命が３分の１から５分の１と短くなり、
家電メーカーなどで終日作業する場合は、１日で
使えなくなってしまうこともあった。そこで、こ
て先の摩耗や酸化を抑えつつ、スムーズに作業で
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無鉛はんだの普及に伴い、温調器内蔵型・デジタル温
度表示のはんだこてを開発

デジタル温度表示付き温調部グリップ内蔵型はんだこてを開発。こて先の温度
を１℃単位で設定でき、設定温度に達してからこて先の温度が安定するまでの
時間を短縮、顧客自身の部品交換も容易にできるようにした。
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てきた。
　はんだは従来、鉛を含んでいた
が、環境への影響を考え、無鉛は
んだがメーンとなっている。しか
し、無鉛はんだは融点が高く、そ
れに合わせてこて先の温度を上げ
て使用すると、こて先の摩耗や酸
化が早まり、寿命が短くなってし
まう。そこで、作業温度を適切に
設定できる新たなはんだこてを作
ることになった。
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今回開発した製品。コンパクトなが
ら、使う人のことを考えた工夫がな
されている
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事業成果の活用・今後の取り組み

きるように温度が目に見え、調節できる温調式の
はんだこてが考え出された。
　今回の事業では、デジタル温度表示付き温調部
グリップ内蔵型はんだこてを開発。3DCADを導
入し、設計にかかる時間を短縮した。これを元に
グリップ用の金型を作製、試作品の動作を確認す
るためDSS用温度測定器を導入した。
　製品はこて先の温度を手元で操作して１℃単位
で指定でき、一目で分かりやすいデジタル表示に
した。さらに設定温度に達してから安定するまで、
既存品では15分かかっていたところを３分に短
縮することができた。
　また、こて先を温めるヒーターが破損した場合、
交換するにははんだこてを解体する必要があった
が、構造を見直し顧客自身が簡単にできるように
した。

　工場で作業に使用するものは、こてと温度調節

部が別になっているものが多いが、新たに開発し
たものは一体型のため出張で修理を行う人にとっ
て持ち運びしやすいと好評だ。
　同社は、1979（昭和54）年にセラミックヒー
ター式のはんだこて、1985（昭和60）年に世界
初のグリップ内蔵型温調はんだこてを開発して販
売したほか、パソコンによるはんだこて集中管理
システムの開発を行うなど、常に一歩先を行く開
発を続けている。筆ペンタイプでフラックスを簡
単につけられるボンペンをはじめとする周辺機器
も手がけている。今後も、ユーザーのニーズを敏
感に察知し、新しい商品を作り続けたいという。

　はんだこて、こて先、特注こて先、周辺機器など、
はんだづけに関するあらゆるものを製造販売してい
る。
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　常に市場潜在ニーズをいかに商品化できるかが、技術開発の
要と考えている。顧客の立場に立った品質改善、コストダウン
を提唱することにより、広く社会に貢献したいと願う。はんだ
こてのグローバルスタンダードを目指している。
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3DCADを導入し設計を行った


